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地域と、人々の心身の結びつき3

3-1 生井地区で語られるキーワード
簡易社会調査では、自治会加入全世帯を対象にしたアンケート（大問7、回収404 通・70%）、グループインタ

ビュー （①子育て世代②農業従事者③50代60代の地域活動推進者④地域の歴史に詳しい70代80代）、個

別聞き取りを実施しました。この章では、その住民の方々の声も交えながら紹介します。

アンケート設問の自由記述【4】【5】【7】の回答文及び4つのグループインタビュー書起こし全文の計138,478字からテキストマイニングという解析ツールでキーワードの抽出を行っ

た結果。大きなサイズで表示される単語ほど、回答文の中で登場頻度が高い。

70代80代のグループインタビューの記録テキスト25,915字から頻出キーワードを抽出。詳細は「基礎資料完全版」にて。



思川や巴波川が足尾山地から運び下ろした土砂が、思川低地をつくりました。

『都市の清流…思川を歩く』※1には、こんな記述があります。「次に私たちの祖先

が千数百年かけて水田にするため平らにしてきた－つまり川の力と人間の力の見

事な合作で生まれてきた平らな広々とした低地といってよいでしょう」。

アンケート【4】にいただいたコメントをいくつか紹介します。

●乙女大橋を渡った時に広がる緑一面の景色は見事である。一昔前は夕焼けも

目を見はるようなものだった。農家を支える方策を考えて欲しい。 ●農家の発展な

くして田園地区は成り立たない。どのように農業ばなれをなくすか考えないとい

けない。 ●あまり変化していないように見える田園地帯でありますが、見かけなく

なった動物や生き物がいるので自然や土地を大切にしたいと思う。 ●水害を除け

ば、自然と農業生産の豊さが自慢。
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生井地区の田園風景について

生井地区白鳥。藤岡町との境界から小山市中心市街地の方向を望む　2021/09/15

註1：『都市の清流…思川を歩く』思川の自然調査委員会（小山市教育委員会 1994）
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渡良瀬遊水地と、コウノトリについて

生井桜づつみより渡良瀬遊水地を見下ろす　2021/06/23   下生井の水田で餌を探すコウノトリ　2021/06/23
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アンケート【4】の「大切に守っていきたい小さな自慢」では「コウノトリの存在」を

選んだ人が最も多く（1位：146名）、次いで、「隣接する渡良瀬遊水地の自然環境」

（2位：118名）、「遊水地のヨシとヨシズ産業」は（12位：35名）でした。ここでは、生

井地区の皆さんにとって渡良瀬遊水地はどんな場所であるかを整理します。

⑴ 高い認知度・関心度：アンケート【2】より

渡良瀬遊水地の歴史、自然、コウノトリについて「（よく＋まあまあ）知っている」

「（とても＋まあまあ）関心がある」のどちらも61％～70％。

⑵ 会話での出現率は世代差がある：グループインタビューの記録より

頻出名詞リスト（報告書 基礎資料完全版4-1資料）より。

①遊水地/渡良瀬遊水地：50/60代（40回）＞70/80代（35回）＞農業従事者

（20回）＞子育て世代（10回）　②コウノトリ：農業従事者（25回）＞50代60代

（20回＞子育て世代（10回）＞70代80代（７回）　③ヨシ： 70代80代（13回）＞

50代60代（6回）> 他（０回）

⑶ 関わり方に世代差がある：グループインタビューの記録より

70代より上の世代にとっては、昔、遊水地や川沼は、収入源（ヨシやマコモ、魚類

などの収穫と販売、加工）であり、生活や生業との結びつきが強い場所でした。

50代60代にとって、昔は学校の帰りなどに立ち寄り遊ぶ場でもあり、近年

（2017年）の冒険家の石川仁さんと子供たちが遊水地のヨシで葦舟をつくるプロ

ジェクトも記憶に新しいところです。現代の子育て世代30代40代においては、

日常的な関わりは薄れますが、「海に行くことと同じような効果がある」「命の選

択ができる」リフレッシュの場だという声も。
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3-4 地域コミュニティについて
次に、地域と人、人と人の関わりに焦点を当て、調査結果をみていきます。生井地区には、公民館に集う地区の有志や

小学校の教諭やクラブなどがつくった地誌がいくつもあり、これらも世代を超えて、地域と人を結んでいると言えます。

ここでは調査結果をもとに3つのトピックのさわりだけを紹介します。

詳細については、最後に紹介する「基礎資料 完全版」（P61～）をお読みください。

⑴ 人間関係、友達関係の結びつきが強い。 コメントを4つ紹介します。

●生井出身者は、大人になっても同級生の仲間意識が強い。 ●他地区から移り住

んだ。子供と散歩をしていると知らない人でも声をかけてくれる。安心して子育てが

しやすい地域という印象。 ●幼稚園も小学校も小規模だからこそ、目が行き届く。

手厚い安心感がある。 ●生井は、人の協力がある。地域で「一つの目的に向かう

力」があると感じる。

⑵ 地域の寄合や互助活動が廃れつつあるが…。

伝統的な地域の寄合（おべっか）は、年長者を中心に「大切に守りたい」、若い世代

を中心に「負担になるので無くしたい」という声があり評価が分かれますが、お互い

の考えを思いやる声も多くあります。

⑶ 地区の青年部が立ち上げた新しい祭り 「あんずっ子サマーフェスタ」（2012

～）。全自治会を繋ぎ、生井地区全体の祭りとして、8月に下生井小学校の校庭で

開催（現在はコロナで休止）。グループインタビューではどの世代からも、地区の新

しい親睦とコミュニティ再生の場としての期待が語られていました。

こ
れ
ま
で
の
歴
史
や
伝
統
を
尊
重
し
つ
つ
も
、

若
い
人
や
女
性
の
思
い
が

反
映
さ
れ
る
よ
う
な
地
域
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
【
４
】の
コ
メ
ン
ト
よ
り

左から時計回りに、サークルわかば『なまいのくらし』2000年、下生井小学校郷土グラブ『私たちのふる里、しもなまい風土記』1986年、中里幸雄（小山市立下生井小学校）『ふるさと

下生井 歴史の散歩道』1994年、小山市立生井公民館『ふるさとなまい抄 古老からのメッセージ』1992年
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田園環境都市ビジョンへの手がかり4

4-1 大切に守りたいこと、解消したいことの繋がりを読み解く
最後に、現地調査と簡易社会調査から生井地区の主な特性をまとめ、生井地区に暮らす方々の視点と声から、

小山市域全体で総合的に考えてゆく「田園環境と都市環境の調和のとれた持続可能な小山市のまちづくり」へ

の手がかりの整理を試みます。

明治期　 意欲的な姿勢と近代科学の導入により栃木県の養蚕・蚕種業を牽引

現代
渡良瀬遊水地のわずか8%に満たない小山市生井地区が野生復帰した
コウノトリに選ばれ、雛の誕生が続いている。

生井地区の
誇り

次世代への
バトン

大切に
守りたいもの

来訪者の
マナー

水害の
不安

若い世代の
流出

農業・地域活動の
担い手・
後継者不足

伝統的寄合の
継続の困難さ
（人口減・コロナ・
世代間の意識の差）

環境保全型農業の
継続の困難さ

生井地区の自然環境と農業
素晴らしい田園風景と、富士山・
筑波山・日光連山が見える360度
のパノラマ、その環境や景観の保
持にも貢献している生井の農業

地域のコミュニティ
都市部に比べて人間関係、友達
関係の結びつきが強い。自治会・
世代をつなぐ新しい祭り「あん
ずっこサマーフェスタ」も生まれた

小規模校の良さ
地域で子どもたちを育てる意識
や高齢者の協力がある

子どもたちの感性や、生きる力が育まれる環境がある。
～ 子育て世代・他のグループインタビューより

解消したい
困りごと

地区内
だけでの
解決は
難しい


